
密

教

文

化

医
書

『
チ
ャ
ラ

カ
本

集

』
に
伝

え

る

ヴ
ァ
イ

シ
ェ
ー

シ
カ
哲

学
説

宮

坂

宥

勝

『
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
(
C
a
r
a
k
a
-
s
a
m
h
i
t
a
)
は

、
最
古

の
イ
ン
ド
医

学
書

の

一
つ
で
あ
る
。

現
存
の
も
の
は
、

全
八
篇
よ
り

成
る
。

八
世

紀

の

チ
ャ
ク
ラ
パ
-
二

・
ダ

ッ
タ

(
C
a
k
r
a
p
a
n
i
d
a
t
t
a
)
の

注
解
書

(
A
y
u
r
v
e
d
a
-
d
i
p
i
k
a
)
が

あ
る
が
、

そ
れ
よ
り

以
前
に
ペ
ル
シ
ャ
語

に
翻
訳

さ
れ
、
ま
た
八
○
○
年

頃
に
は
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
た
程

に
著
名

な
も
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ラ
カ

(
C
a
r
a
k
a
)
自

身

の
言
葉
に
よ
れ

ば
、
古
く
よ
り
伝
え
ら
れ
た

『
ア
グ

ニ
ヴ

ェ
ー
シ
ャ
本
集
』(
A
g
n
i
c
e
s
a

-s
a
m
h
i
t
a
)
を

増
補
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
不
完
全
な
の
で
、
七
世
紀

乃
至
十
世
紀
間
に
現
わ
れ
た
ド
ゥ
リ
ダ
バ
ラ

(
D
r
d
h
a
b
a
l
a
)
な

る
医

師
が
第
七
、
第
八
篇
を
補
足
し
、
同
時
に
前
の
部
分
に
対
し
て
も
修
補

(1)

を
加
え

た
と
い
わ
れ
る
。

チ
ャ
ラ
カ
は
、『
雑
宝
蔵
経
』
、
『付
法
蔵
因
縁
伝
』
な
ど
の
中
国
文
献

に
よ
る
と
、
カ

ニ
シ
カ
王
(
K
a
n
i
s
k
a
 
一

二
九
-
一

五
二
年
即
位
)
の

侍

医

と

し

て
伝

え

ら

れ

、

王

と
同

時

代

(
一
〇

〇
-
一

五
〇

年

頃

?
)

に
お

け

る

カ

シ
ミ

ー

ル
地

方

の
内

科

医

で
あ

る
。

チ

ャ

ラ

カ

が

カ

ニ

シ

カ

王

と

同
時

代

に
生

存

し

た

人

で
あ

る

こ
と

は
、

つ
と

に
ヴ

ィ

ン
テ

ル

ニ

ッ
ツ
、

ヨ
リ

、

バ
ー

ネ

ッ
ト

、

ス
ワ

リ

、

マ
ク

ド

ー
ネ

ル
な

ど

の
外

国

諸

学
者

も
等

し

く

認

め

て

い

る
と

こ

ろ

で
あ

る
。

な

お

、

筆

者

の
検

出

に
よ

れ
ば

、

ヤ

シ

ョ
-
ミ

ト

ラ

(
Y
a
s
o
m
i
t
r
a
)
が
『
倶

舎

論

釈

』

(
2
)

(
A
b
h
i
d
h
a
r
m
a
k
o
s
a
v
y
a
k
h
y
a
)
の

な
か
で
、

仏
教

で
は

「六
種
の

味
」
を
数
え
る
の
に
対
し
て
チ
ャ
ラ
カ
は

「六
十
三
味
」
を
説
く
旨
を

記
し
て
い
る
か
ら
、
か
れ
の
学
説
は
後
の
仏
教
徒
の
間
に
も
か
な
り
知

れ
わ
た
つ
て
い
た
ら
し
い
。

さ
て
、『
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
は
、
た
ん
に
古
代
医
学
の
知
識
を
伝
え
る
貴

重
な
文
献
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
当
時
に
お
け
る
も
ろ
も
ろ
の
哲
学

・

宗
教

・
倫
理
思
想
を
も
窺
知
す
る
に
足
る
も
の
と
し
て
、
そ
ン
ド
思
想
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の
研

究

上

、

つ
と

に
注

目

さ

れ

て

い
る
。

こ
と

に
初

期

の

サ

ー

ン
キ

ヤ

・
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ
お

よ

び

ニ
ヤ
ー

ヤ

の
哲

学

思

想

を
伝

え

る
点

で
、

看

過

し
難

い
資

料

と

い
わ

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

＊
ニ
ヤ
ー
ヤ
に
つ
い
て
は
、
宇
井
博
士

『
印
哲
研
究
』
第
二

(
四
二
七
-
四

七

一
頁
、
「
チ
ャ
ラ
カ
本
集

に
於
け
る
論
理
説
」
)
、
さ
ら
に
ヴ

ェ
ー
ダ

ー
ン

タ
に
つ
い
て
は
中
村

元
博
士

『
初
期

の
ヴ

ェ
ー
ダ

ー
ン
タ
哲
学
』
第
五
節

(
四
七
二
-
四

八
○
頁

、「
自
然
哲
学
書
と
ヴ

ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
)
が

あ

る
。

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
学

説

の
検

討

が

当

面

の
課

題

で
あ

る

が
、
『
チ

ャ

(
3
)

ラ

カ
本

集

』

と

ほ

ぼ
同

時

代

の
著

作

で
あ

る

『
大

毘

婆

沙
論

』
、

『
大
荘

(
4
)
 

(
5
)

厳

論

経

』
、

『
仏

所

行

讃

』
、

『
方

便

心
論

』

な

ど

に
見

え

る

イ

ン

ド
哲

学

の
僅

少

の
断
片

に
比

し

て
、

『
チ

ャ

ラ

カ
本

集

』

で

は

サ

ー

ン
キ

ヤ
な

ら

び

に

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
両

学

説

を

採

用

し

て
医

学

の

理
論

的

根

拠

た

ら

し

め

て

い

る

程

で
あ

る
か

ら

、

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ
学

説

も

相

当

ま

と

ま

つ
た

も

の
が
保

存

せ
ら

れ

て

い

る
。

と

こ
ろ

で
、

こ
れ

ま

で

に
本

書

中

に
六

句

義

を

説

く

事

実

を
指

摘

し

た
外

国

学
者

が

な

か

つ
た

わ

け

で

は
な

い
。

た
と

え

ば

、

ウ

ィ

ン

テ

ル

ニ

ッ
ツ
、

マ
ク
ド

ー

ネ

ル
な

ど

の
諸

論

文

が

そ
れ

で
あ

る
。

し

か

し

、

現

存

の

『
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

・
ス
ー

ト

ラ

』

そ

の
他

の
関

係

諸

文

献

に
照

し

て
、

そ
れ

ら

に
仔

細

な

検

討

を

加

え

、

ス
ー

ト

ラ
説

と

の
異

同
、
あ
る
い
は
そ
の
学
説
の
特
徴
に
関
し
て
発
表
し
た
も
の
に
ま
だ
接

し
な
い
。
そ
こ
で
、

一
応
関
係
箇
所
の
偶
頒
を
翻
訳
し
て
批
判
を
加
え

て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
予
め
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
已
述
の

ご
と
く
本
書
は
同

一
作
者
の
筆
に
成
る
も
の
で
な
く
、
後
人
の
増
補
修

正
が
あ
る
と
い
う
述
作
上
の
複
雑
な
事
情
に

つ
い
て
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
ヴ

ァ
イ
シ
ェ
ー

シ
カ
学
説
が
直
ち
に
す
べ

て
チ
ャ
ラ
カ
の
伝
え
る
も
の
か
否
か
、
に
わ
か
に
断
定
し
難
い
憾
み
が

存
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
論
述
を
す
す
め
て

ゆ
き
、
最
後
に
結
論
を
見
出
す
こ
と
と
す
る
。

一

第

三

篇

(
V
i
m
a
n
a
s
t
h
a
n
a
m
)
第

八

章

(
r
o
g
a
b
h
i
s
a
g
y
a
m

V
i
m
a
n
a
m
)
には
医

師

の
教

養

に
資

す

る
目

的

を

も

つ
て
書

か

れ

た
論

理

学

が

み

ら

れ

る

が
、

そ

こ

で
、

〔
第

廿

九

頒
〕

「
実

体

・
属

性

・
運

動

・
普

遍

・
特

殊

。
内

属

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

定

義

を

も

つ
て
、

シ

ュ
ロ
ー

カ

・
ス

タ

ー

ナ

の
な

か

で
、

前

に
説

明

さ
れ

た

。
」

d
r
a
v
y
a
-
g
u
n
a
-
k
a
r
m
a
-
s
a
m
a
n
y
a
-
v
i
s
e
s
a
-
s
a
m
a
v
a
y
a
h
 
s
v
a
l
a
-

医

書

『
チ

ャ
ラ

カ
本

集

』

に

伝

え

る

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
哲

学

説
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密

教

文

化

(
6
)

k
s
a
n
a
i
h
 
s
l
o
k
a
s
t
h
a
n
e
 
p
u
r
v
a
m
 
u
k
t
a
h
/
/

と

あ

る

。
『
シ

ュ

ロ
ー

カ

・
ス
タ

ー

ナ
』

と

は
、

本

書

第

一
篇

ス

ー
ト

ラ

・
ス

タ
ー

ナ

(
S
u
t
r
a
s
t
h
a
n
a
)
の

別

名

で
あ

る

。

こ

の
第

一
篇

第

一
章

は

「
ア
ー

ユ
ル

・
ヴ

ェ
ー
ダ

」
(
A
y
u
r
-
v
e
d
a
)
を

説

く

が

、

そ

こ

で

チ

ャ

ラ
カ

は

、

ま

ず

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

の

普

遍

と

特

殊

に

言

及

す

る
。

注

解

者

に
よ

る

と

、

こ
れ

ら

の
旬

義

説

は

ほ
と

ん
ど

が

生

命

科

学

の
基

礎

を

な

す

も

の
で
あ

る
。

〔
第

四

四
頒

〕

「
普

遍

は
常

に
あ

ら

ゆ

る

存

在

(
b
h
a
v
a
)
にと

つ
て
拡

張

の
因

で
あ

る
。

そ
う

し

て
特

殊

は
縮

少

の
因

で
あ

る
。

し
か

も

両

者

は

傾

向

を

も

つ
。
」

s
a
r
v
a
d
a
 
s
a
r
v
a
b
h
a
v
a
n
a
m
 
s
a
m
a
n
y
a
m
 
v
r
d
d
h
i
k
a
r
a
n
a
m
/

(
7
)

h
r
a
s
a
h
e
t
u
r
v
i
s
e
s
a
s
c
a
,
 
p
r
a
v
r
t
t
i
r
u
b
h
a
y
a
s
y
a
 
t
u
/
/
4
4
/
/

こ
れ
は
普
遍
と
特
殊
の
特
徴
を
概
括
的
に
説
い
た
も
の
で
、
こ
の
通

り

の
も

の
は
現
在
の
ス
ー
ト
ラ
に
見
出
し
難
い
。
た
だ
、
両
者
に
は
傾

向

(
=
性
向
p
r
a
v
r
t
t
i
)
あ

り
と
す
る
の
は
、
普
通
と
特
殊
は
基
準
の

定
め
方

い
か
ん
で
決
定
さ
れ
る
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
意
で
、
「普

遍
と
特
殊
と
は
覚
知
に
も
と
つ
く
」
s
a
m
a
n
y
a
m
 
v
i
s
e
s
a
 
i
t
i
 
b
u
d
d
h

-y
a
p
e
k
s
a
m
.
 
V
S
.
 
I
,
 
2
,
 
3
.
 

と
い
う
の
を
予
想
せ
し
め
る
。

ま
た
次
の
要
約
的
な
文
言
も
こ
の
ま
ま

の
形
で
は
ス
ー
ト
ラ
に
発
見

さ
れ
な
い
が
、
現
存
ス
ー
ト
ラ
の
I
,
 
2
,
 
4
-
1
7

ま
で
の
普
遍
と
特
殊
に

関
す
る
十
四
経
が
参
照
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

あ
る
い
は
当
時

こ
れ
と
類

似
の
形
の
ス
ー
ト
ラ
が
存
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

〔第
四
五
頗
〕

「普
遍
は
唯

一
性
を
生
ず
る
が
、
特
殊

は
個
別
性
を
生
ず
る
。
何

と
な
れ
ば
、
普
遍
は
類
同
の
事
物
性

で
あ
る
が
、
特
殊
は
然
ら
ざ

る
が
ゆ
え
に
。
」

S
a
m
a
n
y
a
m
 
e
k
a
t
v
a
k
a
r
a
m
,
 
v
i
s
e
s
a
s
 
t
u
 
p
r
t
h
a
k
t
v
a
k
r
t
/

t
u
l
y
a
r
t
h
a
t
a
 
h
i
 
s
a
m
a
n
y
a
m
,
 
v
i
s
e
s
a
s
 
t
u
 
v
i
p
a
r
y
a
y
a
h

/
/
4
5
/
/

引

続

い

て
示

さ

れ

る

二
頒

は

純

粋

の
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
学

説

で

は

な

く

、

サ

ー

ン
キ

ヤ
哲

学

が

混
清

し

て

い

る
。

(
そ

れ

ゆ

え

、
版

に

よ

つ
て
は

こ

の

二
頗

を
削

除

し

た
も

の
も

あ

る

。
)

〔
第

四

六

頒
〕

「
有

性

・
ア
ー

ト

マ
ン

お

よ

び

身

体

と

い
う

こ

の

三

つ
の
も

の

(
8
)

は
、
あ
た
か
も
三
杖

の
ご
と
く
で
あ
る
。
(
三
者
の
)
結
合
に
よ

つ

て
世
間
は
存
立
す
る
。
そ
こ
で

(
こ
の
世
界
に
お
い
て
)
一
切

(

の
業
果
 
k
a
r
m
a
p
h
a
l
a
 

な
ど
)
は
確
立
せ
ら
れ
る
。
」
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s
a
t
t
v
a
m
 
a
t
m
a
 
s
a
r
i
r
a
m
 
c
a
 
t
r
a
y
a
m
 
e
t
a
t
 
t
r
i
d
a
n
d
a
v
a
t
/

l
o
k
a
s
 
t
i
s
t
h
a
t
i
 
s
a
m
y
o
g
a
t
 
t
a
t
r
a
 
s
a
r
v
a
m
 
p
r
a
t
i
s
t
h
i
t
a
m

/
/
4
6
/
/

チ

ャ

ク

ラ

パ

ー

ニ
ダ

ッ
タ

の
注

解

に

よ

れ
ば

、
有

性

(
s
a
u
t
v
a
)
は

マ
ナ

ス

意

で
あ

る
。

ま

た
身

体

を
生

命

(
a
y
u
r
)
とす

れ

ば

、

有

性

と

ア

ー
ト

マ
ン
は

そ

の
身

体

の
基

体

と

な

る
プ

ル
シ

ャ

で
あ

つ
て
、

ア

ー
ト

マ
ン

を

認

め

る

こ
と

に
よ

り

覚

(
b
u
d
d
h
i
)
・
我
慢

(
a
h
a
m
k
a
r
a
)
が
認

め

ら

れ

る

と
す

る
。

さ
ら

に
身

体

は

そ

の
場

合

、

感

官

・
対

象

(
a
r
t
h
a
)
・

身

体

と
結

合

さ

れ

た
も

の

(
s
a
r
i
r
a
s
a
m
b
a
d
d
h
a
)
を

意
味

す

る

。

業

果

が

あ

れ
ば

知

(
j
n
a
n
a
)
・

無

知

(
m
o
h
a
)
・
楽

・
苦

・
命

(
j
i
v
i
t
a
)
・

死

(
m
a
r
a
n
a
)
・

自

性

(
s
v
a
t
a
)
が
存

す

る
。

〔
第

四

七

頒
〕

「
そ

れ

(
=
有

性

・
ア
ー

ト

マ
ン

・
身

体
)
は

プ

ン

ス

(
p
u
m
s

=
男

性
p
u
m
l
i
n
g
a
)
であ
り

、

か

つ
そ

れ

は
知

性

(
c
e
t
a
n
a
=

(
9
)

j
n
a
n
a
v
a
t
)
で

あ

る
。

ま

た

、

そ
れ

は

こ

の
ヴ

ェ
ー
ダ

の
基

体

な

り

と

教

え

ら

れ

る
。

何

と

な

れ
ば

、

そ

の
た

め

に

こ

の
ヴ

ェ
ー
ダ

は
明

ら

か

に
さ

れ

る

か

ら

。
」

s
a
 
p
u
m
a
m
s
 
c
e
t
a
n
a
m
 
t
a
c
 
g
t
u
e
m
y
r
 
c
a
 
t
a
c
 
c
a
d
h
i
k
a
r
a
n
a
m
 
s
m
r
t
-

a
m
/
 
v
e
d
a
s
y
a
s
y
a
,
 
g
f
e
u
t
r
t
 
t
a
k
a
r
t
h
a
m
 
h
i
 
v
e
d
o
 
y
a
m
 
s
a
m
p
r
a
k
a
-

s
i
t
a
h
/
/
4
7
/
/

「プ

ン

ス
」

は

サ

ー

ン
キ

ャ
哲

学

で
は

プ

ル
シ

ャ
を
指

し

、

そ

れ

は

知

性

た

る

こ
と

い
う

を

ま

た
な

い
。

と

こ
ろ

で
、

チ

ャ
ク

ラ

パ
ー

ニ
ダ

ッ
タ

は
有

性

・
ア

ー

ト

マ
ン

・
身

体

の

三
者

を

プ

ン

ス

(
=
男
性

)

と

解

し

な

が

ら

、

し

か

も

有

性

す

な

わ

ち

意

を

無
知

(
a
c
e
t
a
n
a
)
に

し

て
有
作
用
(
k
r
i
y
a
v
a
t
)
と
み
な
し
、
ア
ー
ト
マ
ン
を
知
者
(
c
e
t
a
y
i
t
r
)

と

す

る

の

で
あ

つ
て

、

こ

の
点

に
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ
的

な

理

解

が

認

め

ら

れ

る

わ

け

で
あ

る
。

な

ぜ

、

こ

の

よ
う

な

異

質

の

二
頒

が

こ

こ
に

存
す
る
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
普
遍
と
特
殊
(
s
a
m
a
n
y
a
v
i
s
e
s
a
)
の
問

題

が

提

起

さ

れ

た

の
で

、

お

そ
ら

く

そ
れ

と

関

連

し

て
有
性

(
s
a
t
t
v
a

=
s
a
t
t
a
,
 
v
h
a
v
a
)
が

取
り

あ

げ
ら

れ

た

の

で
あ

ろ
う

。

チ

ャ

ラ

カ
は

実

体

の
種

類

に

つ

い
て

、
次

の
ご

と

く

伝

え

る
。

〔
第

四
八

頒

〕

「
空

な

ど

・
ア

ー

ト

マ
ン

・
意

・
時

お

よ

び

方

が

、
実

体

の
す

べ
て

で
あ

る
。

感

官

と

と

も

な

る
も

の

(
=
ア

ー

ト

マ
ン
)

は
精

神

的

実

体

で
あ

り

、

感

官

な

き

も

の
は
非

精

神

的

な
も

の

で
あ

る
。
」

k
h
a
d
i
n
y
 
a
t
m
a
 
m
a
n
a
h
 
k
a
l
o
 
d
i
s
a
s
 
c
a
 
d
r
a
v
y
a
s
a
m
g
r
a
h
a
h
/

se
n
d
r
i
y
a
m
 
c
e
t
a
n
a
m
 
d
r
a
v
y
a
m
,
 
n
i
r
i
n
d
r
i
y
a
m
 
a
c
e
t
a
n
a
-

m
/
/
4
8
/
/

医

書

『
チ

ャ
ラ

カ
本

集

』

に
伝

え

る

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

哲

学

説

-53-



密

教

文

化

「空
な
ど
」
は
五
大
で
あ
る
か
ら
、
韻
文
の
た
め
に
順
序
に
多
少
の
差

異
あ
る
も
、
前
半
偶
は
九
実
体
に
言
及
し
た
も
の
で
、
V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
5

と
符
合

す
る
。後
半
偶
の
感
官
の
有
無
に
も
と
つ
く
実
体
の
二
分
法
は
、
現
存
の

ス
ー
ト
ラ
、
そ
の
他
の
ヴ

ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
固
有
の
文
献
に
は
な
い
。

〔
第
四
九
頒
〕

「対
象
を
と
も
な
う
も
の

(
口
色

・
味

・
香

・
触

・
声
)、
重
さ
、

覚
知
、
意
志
的
努
力
に
至
る
ま
で
の
も
の
、
遠
隔

(
性
)
な
ど
が

属
性
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
意
志
的
努
力

(
に
お
け
る
意
)
な
ど

の
運
動
は
作
用
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。」

s
a
r
t
h
a
 
g
u
r
v
a
d
a
y
o
 
b
u
d
d
h
i
h
 
p
r
a
y
a
t
n
a
n
t
a
h
 
p
a
r
a
d
a
y
a
h
/

g
u
n
a
h
 
p
r
o
k
t
a
h
,
 
p
r
a
y
a
t
n
a
d
i
 
h
a
r
m
a
 
c
e
s
t
i
t
a
m
 
u
c
y
a
t
e
/
/

4
9
/
/

前
半
偶
は
、
属
性
の
種
類
を
列
挙
す
る
V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
6

に
該
当
す
る
。

意
志
的
努
力
に
至
る
と
い
う
点
か
ら
も
十
七
属
性
を
説
く
ス
ー
ト
ラ
説

と
合
致
す
る
が
、
重
さ
を
数
え
て
い
る
の
は
、
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
パ
ー
ダ

(
P
r
a
s
a
s
t
a
p
a
d
a
)
に

至
る
中
間
的
性
格
を
示
し
て
い
る
。

後
半
偶
は

V
S
.
 
V
,
 
1
,
 
1

の

「手
に
お
け
る
運
動
は
、

ア
ー
ト
マ
ン
と
の
結
合
と

(

ア
ー
ト

マ
ン
の
)
意
志
的
努
力
に
よ
つ
て

(
生
ぜ
ら
れ
る
)
。」
a
t
m
a
-

s
a
m
y
o
g
a
p
r
a
y
a
t
n
a
b
h
y
a
m
 
h
a
s
t
e
 
k
a
r
m
a
 

と
あ
る
を
予
想
せ
し

め
、
逆
に
身
体
に
お
け
る
非
意
志
的
な
行
為
、
た
と
え
ば
睡
眠
の
働
き

の
ご
と
き
は
、

意
志
的
努
力
な
き
場
合

に
生
ず
る
と
い
い
得
る

(
c
f
.

y
a
t
n
a
b
h
a
v
e
 
p
r
a
s
u
p
t
a
s
y
a
 
c
a
l
a
n
a
m
 
V
S
.
 
V
,
 
1
,
 
1
3
)
。
六
こ
り
に
運

(
1
0
)

動
に
つ
い
て
チ
ャ
ラ
カ
は
、
他
の
箇
所
で
五
種
の
運
動
(
p
a
n
c
a
k
a
r
m
a
-

n
i
)
に言
及
す
る
か
ら
、確
か
に
V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
7

を
知

つ
て
い
た
に
相
違
な

(
1
1
)

い
。
こ
れ
は

『
大
毘
婆
沙
論
』
に
も
説
か

れ
て
い
る
。

〔第
五
〇
頬
〕

「
た
と
え
ば
、
地
と

(香
と
い
う
)
属
性
と
の
非
個
別
的
な
情
態

が
内
属
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

(
=
内
属
関
係
)
は

常
住
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
お
よ
そ

(常
住
の
)
実
体
が
あ
る

と
こ
ろ
で
は
、
属
性
は
無
常
で
は
な
い
か
ら
。」

s
a
m
a
v
a
y
o
 
p
r
t
h
a
g
b
h
a
v
o
 
y
t
u
e
y
d
e
j
r
 
b
h
u
m
y
a
d
i
n
a
m
 
g
u
n
a
i
r
 
m
a
t
a
h
 
f
e
f
s
d
f
 
a
d
r
f
w
s
/

sa
 
n
i
t
y
o
,
 
y
a
t
r
a
 
h
e
t
f
w
i
 
d
r
a
v
y
a
m
 
n
d
g
e
a
 
t
a
t
r
a
n
i
t
y
a
t
o
 
r
f
y
t
e
t
s
f
 
g
u
n
a
h
 
e
w
s
r
f
w
s

/
/
5
0
/
/

内
属
関
係
の
常
住
性
に
つ
い
て
ス
ー
ト
ラ
に
は
明
文
が
な
い
。
後
半

偶
は
V
S
.
 
V
I
I
,
 
1
,
 
3
-
4

に
該
当
す
る
。

次
に
、
実
体
お
よ
び
属
性
の
特
徴
を
の

べ
て
い
う
。

〔第
五

一
頒
〕

「そ
れ
に
運
動

・
属
性
が
依
存
し
、
内
属
因
な
る
も
の
が
実
体
で
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あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
属
性
は
内
属
関
係
を
有
し

(
=
実
体
に

依
止
し
て
)、
(
結
合
と
分
離
に
お
い
て
独
立
の
)
因
た
ら
ざ
る
も

の
で
あ
る
。」

y
a
t
r
a
s
r
i
t
a
h
 
k
a
r
m
a
g
u
n
a
h
 
k
a
r
a
n
a
m
 
s
a
m
a
v
a
y
i
 
y
a
t
/

ta
d
 
d
r
a
v
y
a
m
,
 
s
a
m
a
v
a
y
i
 
t
u
 
n
i
s
c
e
s
t
a
h
 
k
a
r
a
n
a
m
 
g
u
n
a
h

/
/
5
1/
/

前
半

偶
は

「実
体
の
特
徴
は
、
作
用
と
属
性
を
有
し
、
内
属
因
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
」
k
r
i
y
a
g
u
n
a
v
a
t
 
s
a
m
a
v
a
y
i
k
a
r
a
n
a
m
 
i
t
i
 
d
r
a
v
y

-a
l
s
a
n
a
m
 
V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
1
5

の
引
用
。ま
た
後
半
偶
は

「
属
性
の
特
徴
は

、
実
体

に
依
止
し
、
属
性
を
有
す
る
こ
と
な
く
、
結
合
と
分
離
に
お
い
て

独
立
の
因
た
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
」
d
r
a
v
y
a
s
r
a
y
y
a
g
u
n
a
v
a
n
 
s
a
m
-

y
o
g
a
v
i
b
h
a
g
e
s
v
 
a
k
a
r
a
n
a
m
 
a
n
a
p
e
k
s
a
 
i
t
i
 
g
u
n
a
l
a
k
k
s
a
n
a
m
.

V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
1
6
を
省
略
引
用
し
た
も
の
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

チ
ャ
ラ
カ
は
、
引
続
き
運
動
の
特
徴
を
次
の
ご
と
く
説
く
。

〔第

五
二
頒
〕

「結
合
と
分
離
と
に
お
け
る

(
独
立
の
)
因
で
あ

つ
て
、
実
体
を

所
依
と
し
、
作
さ
る
べ
き
と
こ
ろ
の
も
の
に
対
す
る
作
用
が
運
動

で
あ
り
、
運
動
は
他

(
の
運
動
)
に
依
ら
な
い
。」

s
a
m
y
o
g
e
 
c
a
 
v
i
y
o
g
e
 
c
a
 
k
a
r
a
n
a
m
 
d
r
a
v
y
a
m
 
a
s
t
i
t
a
m
 
t
e
t
e
e
g
/

k
a
r
t
a
a
 
k
a
r
m
a
 
k
a
r
m
a
 
n
a
n
y
a
d
 
a
p
e
k
s
a
t
e

/
/
5
2
/
/

前

半

偶

は

「
運

動

の
特
徴

は

一
実

体

を

有

し

、
属

性

を

有

す

る

こ
と

は

な

く

、

結

合

と
,分

離

と

に

お

い

て
独

立

の
因

た

る
も

の
、

と

い
う

こ

と
で
あ
る
」
e
k
a
v
y
a
m
 
a
g
u
n
a
m
 
s
a
m
y
o
g
a
g
e
s
b
 
a
n
a
-

p
e
k
s
a
k
a
r
a
n
a
m
 
i
t
i
 
k
a
r
m
a
n
a
m
 
V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
1
7

と

ほ

ぼ

一
致

す

る
。

た
だ

現

存

ス

ー
ト

ラ
は

「
属
性

を

有

す

る

こ
と

な

く

」
a
g
u
n
a
m

と
あ

る
相

違

を

み

る
。

後

半

偶

は

「
運

動

は

運

動

を
生

ぜ
ず

」

と

の
意

味

だ

か
ら

、
k
a
r
m
a
 
n
a
 
v
i
d
y
a
t
e
,
 
V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
1
1
を

予

想

し

た
も

の

に
相

違

な

い
。

以
上

の
ご

と

く

、
『
ス
ー

ト

ラ

・
ス
タ

ー

ナ
篇

』
に

お

け

る

六
句

義

の
定

義

お

よ

び
特

徴

の
説

明

を

み

る
と

、

チ

ャ

ラ
カ

は

明

ら

か

に

『
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

。
ス
ー

ト

ラ
』

も

し

く

は

そ

れ

に
相

当

す

べ
き

ス
ー

ト

ラ

に
通
暁
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
 
V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
1
5
.
 
1
6
.
 
V
S

I
,
 
1
,
 
5
,
 
6

を

引
続

き

引

用

、
ま

た

は
他

の

ス
ー

ト

ラ

に
言

及
す

る

か
ら

、

少

な

く

と

も

現

存

ス

ー
ト

ラ

の
第

一
篇

の
該

当

部

分

に
関

す

る
限

り

、

二
世

紀

中

葉

に
已

に
現

存

形

態

が

成

立

し

て

い
た

と

み

て
差

支

え
な

か

ろ
う

。

し

た

が

つ
て
ま

た
、
『
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

・
ス
ー

ト

ラ
』

に
通

じ

て

い

た
も

の

は
仏

教

の

ナ

ー
ガ

ー

ル
ジ

ュ
ナ

(
龍

樹

)
を
も

つ
て
最

古

医

書

『
チ
ャ

ラ

カ
本

集

』

に
伝

え

る

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

哲

学

説

-55-



密
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と
す

る
と
す
る
従
来
の
見
方
は
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

第
三
篇
第
八
章
に
五
支
作
法
を
説
明
す
る
。
こ
こ
に
用
例
と
し
て
プ

ル
シ
ャ

(=
ア

ー
ト

マ
ン
)
の
常
住
な
る
こ
と
を
虚
空
に
喩
え
て
い
る

の
は
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
ア
ー
ト

マ
ン
論
で
あ
る
。

〔第
三

一
順
〕

「》
プ
ル
シ
ャ
は
常
住
で
あ
る
《
と
い
う
の
が
、
主
張
命
題
で
あ

る
。

》
非
所
作
性

の
ゆ
え
に
《
と
い
う
の
が
、
理
由
命
題
で
る
。

》
虚
空

の
ご
と
し
《
と
い
う
の
が
、
比
喩
命
題
で
あ
る
。

》
非
所
作
性
の
虚
空
の
ご
と
く
、
プ

ル
シ
ャ
も
ま
た
然
り
《
と
い

う
の
が
、
適
合
命
題
で
あ
る
。

》
ゆ
え
に
、
(プ

ル
シ
ャ
は
)
常
住
で
あ
る
《
と
い
う
の
が
、
結
合

命
題
で
あ
る
、
と
い
う
が
ご
と
き
で
あ
る
。」

y
a
t
h
a
-
n
i
t
y
a
h
 
p
u
r
u
s
a
 
i
t
i
 
p
r
a
t
i
j
n
a
,
 
h
e
t
u
h
-
a
k
r
t
a
k
a
t
v
a
d

i
t
i
,

d
r
s
t
a
n
t
a
h
-
y
a
t
h
a
 
a
k
a
s
a
m
 
i
t
i
,
 
u
p
a
n
a
y
a
h
-
y
a
t
h
a
 
c
a
k
r
t
a
-

k
a
m
 
a
k
a
s
a
m
,

(
1
2
)

t
a
t
h
a
 
p
u
r
u
s
a
 
i
t
i
,
 
e
t
e
r
t
e
 
n
i
g
a
m
a
n
a
m
-
t
a
s
m
a
n
 
n
i
t
y
a
 
i
t
i
.

次
に
、
第
三
篇
第
八
章
に
、
「
四
種
の
定
説
」
を
説
く
う
ち
、
第
三
の

特
殊
学
説
を
許
す
定
説
の
実
例
と
し
て
、

〔第
三
七
頒
〕

「
こ
こ

(
=
自
説
)
で

は
五
つ
の
感
官
あ
り
」
と
す
る
の
は
、
ヴ(

1
3
)

ア
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

の
感

官

論

を
指

す

の
で
あ

り

、

こ
れ

は

『
大

毘

婆

沙

論

』

に
も

言

及

せ

ら

れ

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

第

四
篇

(
S
a
r
i
r
a
s
t
h
a
n
a
m
)
第

一
章

(
k
a
t
i
d
h
a
t
u
p
u
i
m

s
a
t
i
r
a
m
)
の
第

五
九
-
六

二
頒

に

わ

た
り

、

プ

ル

シ

ャ

(
=
ア

ー

ト

マ
ン
)
の

存

在

が

説

か

れ

る

が

、

そ

の
存

在

の

証
相

を

チ

ャ
ラ

カ

は
次

の
ご

と

く

述

べ
て

い

る

。

〔
第

七

二
頒

〕

「
欲

望

・
嫌

悪

・
快

感

・
不
快

感

・
意

志
的

努

力

・
精

神

性

・
思

慮

・
覚

知

・
憶

念

・
自

我

意

識

(
我

慢
)
が

、

最

高

我

の

(
存

在

の
)
証

相

で

あ

る

。
」

i
c
c
h
a
 
d
v
e
s
a
h
 
s
u
k
h
a
m
 
d
u
h
k
h
a
m
 
p
r
a
y
a
t
n
a
s
 
c
e
t
a
n
a

d
h
r
t
i
h
/

b
u
d
d
h
i
h
 
s
m
r
t
i
r
 
a
h
a
m
k
a
r
o
 
l
i
n
g
a
n
i
 
p
a
r
a
m
a
t
m
a
n
a
h
/
/

/
/
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「最
高
我
」
の
語
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
現
存

ス
ー
ト
ラ
と
異
な
る
の

は
さ
り
な
が
ら
、

本
頒
は
p
r
a
n
a
p
a
n
a
-
n
i
m
e
s
o
n
m
e
s
a
-
j
i
v
a
n
a
-
m
a

n
o
g
a
t
i
n
d
r
i
y
a
n
t
a
r
a
 
v
i
k
a
r
a
h
 
s
u
k
h
a
-
d
u
h
k
h
e
c
c
h
a
d
v
e
s
a
-
p
r
a
y
-

a
t
n
a
s
c
a
t
m
a
n
o
 
l
i
n
g
a
n
i
 
V
S
.
 
I
I
I
,
 
2
,
 
4

と

大

体

一
致

す

る

。

し

か

し
、

な

お

詳

細

に
対

照

し

て

み

る
と

、

囚

プ

ラ

シ

ャ

ス

タ

パ

ー
ダ

以

後

(
1
4
)

の
も

の
、

個

現

存

の

『
ヴ

一ノ
シ

ェ
ー

シ

カ

・
ス
ー

ト

ラ
』
お

よ

び

『
大

乗

(
1
5
)

掌

珍

論

』

所

伝

の
も

の
、

(C
)
『
大
智

度

論

』
、
『
婆

藪

釈

百

論

』
、

『
青

目

(
1
6
)

釈
中
論
』
な
ど
に
引
用
さ
れ
た
も
の
(
お
そ
ら
く
(C)
の

一
類
が

く
V
S
.
 
I
I
I

,
 
2
,
 
4

の
原
型

か
と
推
察

せ
ら
れ
る
)

の
い
ず
れ
と
も

異
な
り
、

む
し

ろ
N
S
.
 
I
,
 
1
,
 
1
0
 
i
c
c
h
a
d
v
e
s
a
-
p
r
a
y
a
t
n
a
-
s
u
k
h
a
-
d
u
h
k
h
a
-
j
n
a
n
a
n
y
-

a
t
m
a
n
o
 
l
i
n
g
a
m
 
と

著
し
く
類
似
す
る
点
に
注
意
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
順
序
の
相
違
が
あ
る
の
は

『
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
が
韻
文
の
た

(
1
7
)

め

で
あ

り

、

ま

た
d
h
r
t
i
,
 
b
u
d
d
h
i
,
 
s
m
r
t
i
,
 
a
h
a
m
k
a
r
a
 

を

『
ニ
ヤ
-

ヤ

・
ス

ー
ト

ラ
』

で
は
簡

単

に
 
j
n
a
n
a
 
の
一
語

に
総

括

し

て
表

現

す

る

に
至

つ
て

い
る

。

ア

ー
ト

マ
ン
と

意

と

の
結

合

関
係

も

ま

た
V
S
I
I
I
.
,
 
2
,
 
1

に

み

え

る

が
、

こ
れ

に
関

し

て

チ

ャ
ラ

カ

は

二
頒

を

用

い

て
示

す

。

〔第

七

五

頒
〕

「
意

は

非

精

神
的

な

も

の
で

あ

る

が

作

用
を

有

し

、
最

高

者

は

発

動

者

で
あ

る
。

そ

の
遍

在

(
の

ア
ー

ト

マ
ン
)

が

意

と
結

合

さ
れ

る

と

き
、

も

ろ
も

ろ

の
作

用

あ

り

と

い
わ

れ

る

。
」

a
c
e
t
a
n
a
m
 
k
i
i
y
a
v
a
c
 
c
a
 
m
a
n
a
s
 
p
a
r
a
h
/

y
u
k
t
a
s
y
a
 
m
a
n
a
s
a
 
t
a
s
y
a
 
n
i
r
d
i
s
y
a
n
t
e

/
/
 /
/

〔第

七

六

頒

〕

「
そ
う

し

て
、

ア
ー

ト

マ
ン
は

精

神

を

有

す

る

も

の
で

あ

る

か

ら

、

能

作

者

と

い
わ

れ

る

。
然

る

に

、
意

は
非

精

神

的

な

も

の

で

あ

る
か

ら

、

た
と

え

作

用

を
有

す

る
も

、
(
能

作

者

に
)

あ

ら

ず

と

い
わ

れ

る
。
」

c
e
t
a
n
a
v
a
n
 
y
a
t
a
s
 
c
a
t
m
a
 
t
a
t
a
h
 
k
a
r
t
a
 
n
i
r
u
c
y
a
t
e
/

a
c
e
t
a
n
a
t
v
a
c
 
c
a
 
m
a
n
a
h
 
k
r
i
y
a
v
a
d
 
a
p
i
 
n
o
c
y
a
t
e
/
/
 
/
/

ア

ー
ト

マ
ン
を

「
最

高
我

」

も

し

く

は
「
最

高
者

」
と

よ

ぶ

こ
と

は

、

現

存

の

ス
ー

ト

ラ

に

は

な

い

。

し

か

し
、

こ

こ

に

い
う

そ
れ

は
意

と

結

合

さ

れ

う

る

も

の
で

あ

る

か

ら

、

同
時

に

個

人
我

た

る
性

格

を

有

す

る

ア

ー

ト

マ
ン
で

あ

つ

て
、

こ
れ

は
全

く

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
哲

学

の

ア

ー

ト

マ
ン
観

に
外

な

ら

な

い
。

ア
ー

ト

マ
ン
は

発
動

者

で
あ

る

が
、

意

と

の
結

合

に
お

い

て
実

際

に
働

き

出

す

べ
き

も

の

で
あ

る

。

ア

ー

ト

マ

ン
の
遍

在

性

は

く
V
S
.
 
V
I
I
,
 
1
,
 
2
2

に

も

説

か

れ

る
。

す

で

に
実

体

の
二

医

書

『
チ

ャ
ラ

カ
本

集

』

に
伝

え

る

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

哲

学

説
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密

教

文

化

分
法

(
第

一
篇
第

一
章
第
四
八
頒
)
で
示
さ
れ
た
通
り
、
ア
ー
ト

マ
ン

は
精
神
的
実
体
で
あ
り
意
は
物
質
的
存
在
た
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

ア
ー
ト
マ
ン
を

「能
作
者
」
の
語
で
呼
ぶ
こ
と
は
、
ま
だ

ス
ー
ト
ラ
に

は
な
い
。
意
じ
た
い
は
作
用
を
有
す
る
が
、
そ
れ
は
作
用
せ
し
め
ら
れ

る
も

の
で
、
作
用
の
当
体
す
な
わ
ち
能
作
者
た
り
え
ぬ
と
い
う
考
え
方

(
1
8
)

は
、
『
中

観

心
論

註

、

論

理

の
炎
』

第

七
章

に
伝

え

る

。

さ

ら

に
、

チ

ャ
ラ

カ

は
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
哲

学

の
解

脱

論

を
述

べ

て

い
う

。

・〔
第

四
篇

第

一
章

第

一
五

四
頬

〕

「
か

の
最

終

の

(
業

)

を
捨

離

し

た

と

き

、

す

べ
て

の
知

覚

は

想

・
認
識

・
識

別
を

生

じ

な

い
も

の
と

な

り

、
完

全

に
止
滅

に
至

る

。
」

t
a
s
m
i
m
s
 
c
a
r
a
m
 
a
s
a
m
n
y
a
s
e
 
s
a
m
u
l
a
h
 
s
a
r
v
a
v
e
d
a
n
a
h
 
f
d
e
r
e
/

(
1
9
)

a
s
a
m
j
n
a
j
n
a
n
a
v
i
j
n
a
n
a
 
n
i
c
r
t
t
i
m
 
y
a
n
t
y
 
a
s
e
s
a
t
a
h
 
d
g
d
g
/
/
 
/
/

〔第
四
篇
第
五
章
第

=
二
頗
〕

「解
脱
は
止
滅
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
高
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

寂
静
で
あ
る
。
そ
れ
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
は
解
脱
で
あ

る
。
こ
こ
に
解
脱
を
願
う
人
び
と
の
ゆ
く
べ
き
道
を
わ
れ
わ
れ
は

説

こ
う
。」

n
i
v
r
t
t
i
r
 
a
p
a
v
a
r
g
a
h
 
t
a
t
 
p
a
r
a
s
a
n
t
a
m
 
t
a
t
 
t
a
d

a
k
s
a
r
a
m
 
t
a
d
 
b
r
a
h
m
a
 
s
a
 
m
o
k
a
s
h
/

t
a
t
r
a
 
m
u
m
u
k
s
u
n
a
m
 
u
d
a
y
a
n
a
n
i
 
v
y
a
k
h
y
a
s
y
a
m
a
h
/
/
 
/
/

こ

の
よ

う

に
解

脱

の
状

態

を

述

べ

て

い
る

の
は

、
注

意
す

べ
き

で
あ

る
。

す

な

わ

ち

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

に
お

け

る
解

脱

の
状

態

に
関

し

て

触

れ

た
古

文

献

に
、
『
パ
ダ

ー

ル
タ

・
ダ

ル

マ
サ

ン
グ

ラ

バ
』

(
p
a
d
a
r
-

t
h
a
d
h
a
r
m
a
-
s
a
m
g
r
a
h
a
)
、

『
論

理

の
炎

』

第

七

章

が

あ

り

、

い
ず

れ

(
2
0
)

も

解

脱

の
状

態

を

灯

火

の
消

滅

に
磐

え

て

い

る
。

ニ
ヤ

ー

ヤ
系

統

で
も

ヴ

ァ
ー

ツ

ヤ
-
ヤ

ナ

は
ヴ

ェ
ー
ダ
ー

ン
タ
哲

学

の
解

脱

常

楽

説

を

排

撃

し

て

、

不
苦

不

楽

説

を

主

張

し
、

下

つ
て

ジ

ャ
ヤ

ン
タ

は
石

の
比

喩

を

説

く

よ

う

に

、

お

よ

そ
同

一
の
思

想

傾

向

を

示

す

が
、

遡

つ
て

『
ヴ

ァ

イ

シ

ェ
-
シ

カ

・
ス
ー

ト

ラ
』

に

は
全

然

こ
れ

に
触

れ

な

い
。

ゆ

え

に

チ

ャ

ラ
カ

の
そ

れ

は

一
応

最

古

の
消

息

を

伝

え

る
も

の

と

い

え

よ
う

。

さ

ら

に
解

脱

の
用
語

と

し

て

a
p
a
a
r
gq
a
を

用

い

る

の

は
、
『
ニ
ヤ

ー

ヤ

・
ス
ー

ト

ラ
』

と

同

じ

で

あ

る

。

三

以

上

み

た

ご

と

く

、

チ

ャ
ラ

カ

は

『
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

・
ス
ー

ト

ラ
』

お

よ

び

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
学

説

に

通

じ

、

現
存

ス
ー

ト

ラ

の
少
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な

く

と

も

第

一
篇

は
当

時

す

で

に
成

立

し

て

い
た

の

で
、

そ

れ

を

チ

ャ

ラ

カ

が

引
用

し

た

に
相

違

な

い
。
だ

が
、
現
存

ス
ー

ト

ラ
之

の
相

異
点

も

見

の

が

し
え

な

い
。

そ
れ

ら

を

要

約

す

る

と

、

(1
)
重
さ

を

属
性

と
す

る

(2)
内

属
を

常

住

と
す

る
(3)
能

作

者

と

し

て

の

ア

ー
ト

マ
ン
を

説

く

四
解

脱

の
状
態

を

止
滅

(
n
i
v
r
t
t
i
)
で

あ

る
と

す

る

の
四

項

と

な

る

が

、

い

ず

れ

も

『
パ
ダ

ー

ル
タ

・
ダ

ル

マ
サ

ン
グ

ラ

バ
』
、

『
論

理

の
炎

』

第

七

章

に
認

め

ら

れ

て
現
存

の

ス
ー

ト

ラ

に

は

な

い
。

こ

の
事

実

は
、

こ
れ

ら

の
所

説

の
み

が
後

の
増

補

の
結

果

生

じ

た

も

の

か

、
然

ら

ず

ん
ば

チ

ャ
ラ

カ

と
交

渉

あ

り
し

二
世

紀

前

半

の
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
学

者

の
知

つ
て

い

た
説

は

『
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

・
ス
ー

ト

ラ
』

よ

り

も

や

や
進

歩

し

た
も

の
が
存

し

た

こ
と

を

語

る
。

こ
れ

に

つ
い

て
、
論

理
学

説

の

面

か

ら

検

討

し

て

み

た

い
と

思

う

。

第

一
篇

(
S
u
t
r
a
s
t
h
a
n
a
m
)
第

一

一
土早
(
t
i
s
r
a
i
s
a
n
i
y
o
'
 
d
h
y
a
y
a
h
)

に
お

い

て
直

接

知

覚

お

よ

び

推

理

の
定

義

を

示

し

て

い
う

。

〔
第

二
〇

頒

〕

「
ア

ー

ト

マ

ン

・
感

官

。
意

。
対

象

の
接

触

か

ら
生

じ

、

現
在

時

に

お

い

て
現

わ
れ

る
と

こ

ろ

の
覚

知

が

直

接

知

覚

な

り

と

説

か

れ

る

。
」

a
t
m
e
n
d
r
i
y
a
m
a
n
o
 
r
t
h
a
n
a
m
 
s
a
m
n
i
k
a
r
s
a
t
 
p
r
a
v
a
r
t
a
t
e
/

V
y
a
k
t
a
 
t
a
d
a
t
v
e
 
t
a
 
b
u
d
d
h
i
h
 
p
r
a
t
y
a
k
s
a
m
 
s
a
 
n
i
r
r
c
y
a
-

t
e
/
/
 
/
/

〔
第

二

一
頒

〕

「
三
種

の
も

の
は

直

接

知

覚

に
も

と

づ

き

、

し

か

も

三
時

(
目

過

・
現

・
未

)
に
お

い

て
類

推

さ

れ

る

。
(
た

と

え

ば

、
)
隠

さ

れ

た

火

は

煙

に

よ

つ
て
、

交

情

は
子

宮

を

見

る

こ
と

に
よ

つ
て

(
推

理

さ

れ

る

が

ご

と

し
)
。
」

p
r
a
t
y
a
k
s
a
p
u
r
v
a
m
 
t
r
i
v
i
d
h
a
m
 
c
a
n
u
m
i
y
a
t
e
 
a
d
q
r
w
r

V
a
h
n
i
n
i
r
 
n
i
g
u
d
h
o
 
d
h
u
m
e
n
a
 
m
a
i
t
h
u
n
a
m
 
g
a
r
b
h
a
-

d
a
r
s
a
n
a
t
/
/
 
/
/

直

接

知

覚

の
生

起

に
関

す

る

説

明

は

、
『
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

・
ス
ー

ト

ラ
』
な

ら

び

に

『
ニ
ヤ

ー

ヤ
・
ス
ー

ト

ラ
』

の
所

説

と

同

じ

で
あ

る

。
た

だ

し

、
前

者

の
場

合

、
直

接

知

覚

は

現
在

時

に
働

き

、

推

理
は

三
時

に(
2
1
)

わ
た
る
認
識
作
用
で
あ
る
こ
と
は
明
言
せ
ら
れ
ず
、
ま
た
三
種
の
推
理

に
は
触
れ
な
い
。『
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ

・
ス
ー
ト
ラ
』
に
散
見
せ
ら
れ

る
六
種
の
推
理
様
式
を
肯
定

・
否
定

の
二
面
を
も

つ
て
整
理
す
れ
ば
、

(
2
2
)

三
種
の
推
理
が
え
ら
れ
る
か
ら
、
チ
ャ
ラ
カ
の
伝
え
る
も
の
は
ス
ー
ト

ラ
説
よ
り
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
種

の
推
理
は
確
か
に
ヴ

ァ
イ
シ

ェ
ー
シ
カ
に
起
源
を
求
め
う
る
も
の
で
あ

つ
て
、
五
支
作
法
と
は
伝
承

医

書

『
チ

ャ

ラ

カ
本

集

』

に
伝

え

る
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ
哲

学

説
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(
2
3
)

系

統

を

異

に
す

る

。

し

た

が

つ
て
、
『
ニ
ヤ

ー

ヤ

・
ス
ー

ト

ラ
』

よ

り

以

前

に

『
チ

ャ
ラ

カ
本

集

』

が

す

で
に

三
種

の
推

理
説

を
伝

え

て

い

る
事

実

は
十

分

注

目

さ

れ

て
よ

い
。

・
宇
井
伯
寿
博
士
は

『
印

哲
研
究

』
第

二
巻
五

二
〇
頁
で

「
三
種

の
比
量
を

説
く

こ
と
は
チ

ャ
ラ
カ
本
集

の
論

理
説
中

に
も
な
か

つ
た
も

の
で
、
此

の

論

(
=
方
便
心
論

の
こ
と
)
が
最
初

で
あ

る
」
と

い
つ
て
お
ら
れ
る
。

こ

れ

は

『
ス
ー
ト
ラ

・
ス
タ
ー
ナ
篇
』
を
見
な
く

て
、

『
ヴ

ィ
マ
ー
ナ

・
マ

ー

ル
ガ
篇
』
を
参
照
さ
れ
た
が

た
め
で
あ
ろ
う
。

第

一
篇

で
如

上

の
直

接

知

覚

説

を

示

す

が
、

さ
ら

に
第

三
篇

第

八

章

に
も

こ
れ

を

再

言

し

て
い

う

。

〔
第

三
九

頒

〕

「
こ

こ

に
直

接

知

覚

あ

り

。

直

接

知

覚

と

は

ア
ー

ト

マ
ン
と

五

っ

の
感

官

と

に
よ

つ
て
自

ら

知

覚

さ

れ

る

と

こ
ろ

の
も

の

で
あ

る
。

そ

の
う

ち

、

ア
ー

ト

マ
ン

の
直

接

知

覚

は
快

感

・
不

快

感

・
欲

求

・
嫌

悪

な

ど

で
あ

る

。

そ

う

し

て
感
官

に
よ

る
直

接

知

覚

は
声

な

ど

で
あ

る

。
」

a
t
r
a
 
p
r
a
t
y
a
k
s
a
m
,
 
p
r
a
t
y
a
k
s
a
m
 
n
a
m
a
 
t
a
d
 
y
a
d
 
a
t
m
a
n
a

(
2
4
)

p
a
n
c
e
n
d
r
i
y
a
i
s
 
c
a
 
s
v
a
y
a
m
 
u
p
l
a
b
h
y
a
t
e
,
 
t
a
t
r
a
t
m
a
p
r
a
-

t
y
a
k
s
a
h
 
s
u
k
h
a
d
u
h
k
h
e
c
c
h
a
d
v
e
s
a
d
a
y
a
h
,
 
s
a
b
d
a
y
a
s
 
t
v

i
n
d
r
i
y
a
p
r
a
t
y
a
k
s
a
h
/
/

ア
ー
ト

マ
ン
に
内
属
す
る
覚
知
な
ど
の
六

つ
の
属
性
は
、
現
存
の
ス

ー
ト
ラ
説
よ
り
推
す
と
、
普
通
の
場
合
、
直
接
知
覚
の
対
象
と
な
ら
な

マ
ハ
ヅ
ト

い
。

一
般
に
直
接
知
覚
が
生
起
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
対
象
は
大
(
m
a
-

し

エざ

h
a
t
)
に
し
て
非

一
の
実
体

(
a
n
e
k
a
-
d
r
a
v
y
a
)
、

か

つ
色

(
r
u
p
a
)
を

有
す
る
こ
と
を
必
要
と
し

(
V
S
.
 
I
V
,
 
1
,
 
6
)
、

そ
の
い
ず
れ
の
条
件
を
も

ア

マ

満

足

し
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

し

た
が

っ
て
微

塵

・
時

・
方

・
ア
ー

ト

マ
ン

・
意

は

、
直

接

知

覚

の
対

象

た

り

え

な

い
。

す

で
に

ア
ー

ト

マ
ン

が

然

る

な
ら

ば

、

ア

ー

ト

マ

ン
の
六

っ
の
属

性

も

直

接

知

覚

の
も

の
と

な

ら

な

い
。

こ
れ

、

ス
ー

ト

ラ
説

の
要

旨

で
あ

る

。

し

か

る

に

、
『
パ
ダ

ー

ル
タ

。
ダ

ル

マ
サ

ン
グ

ラ

ハ
』
、
『
勝

宗

十

句

義

論

』

で
は

、

ア
ー

ト

マ
ン

の
六

つ

の
属

性

は
す

べ

て

ア

ー

ト

マ

ン
と

意

と

の
結

合

に
ょ

つ
て

直

接

知

覚

さ

れ

る

と
す

る

。

チ

ャ
ラ

カ
所

伝

の
も

の
は

、

こ

の
後
者

と

一
致

す

る

。

転

じ

て
、
右

の
ご

と

き
論

理
説

を

『
ニ
ヤ

ー

ヤ

・
ス

ー

ト

ラ
』

を

考

慮

に
入

れ

て

み

る

な
ら

ば

、

(
一
)
アー

ト

マ
ン

の
存

在

の

証
相

の
説

き

か

た

は
、
『
ニ
ヤ

ー

ヤ

・
ス

ー
ト

ラ
』

に

近

い

。

(
二
)
『チ

ャ
ラ

カ
本

集
』
(
第

一
篇

・
第

四
篇

)

で
は

四

量

を

説

く

が

、

こ
れ

は

ニ
ヤ

ー

ヤ

説

で

、
原

始

ヴ

ァ
、
イ

シ

ェ
ー

シ

カ
説

で

は
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二
量

で
あ

る
へ、

日
直

接

知

覚

は

現
在

時

に
働

く

と

い
う

の
は

劉
N
S
.
 
I
I
.
 
1
,
 
8
-
1
9

の
十

二
経

に
、

ま

た

推

理

が

三
時

に
働

く

と

す

る

の

は
N
S
.
 
I
I
,

1
,
 
3
9
-
4
3

の
五

経

に
詳

述

す

る

が
、

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ
哲

学

で

は

説

か

な

い
。

四

三
種

の
推

理

は
N
S
.
 
I
,
 
1
,
 
5

に
も

認

め

ら

れ

る

。

ヴ

マ・
イ

シ

ェ

ー

シ
カ

で
は

六
種

の
推

理
を

説

く

。

面

「
五
支

作

法

」

も

『
ニ
ヤ
ー

ヤ

・
ス
ー

ト

ラ
』

の
継

承

す

る
と

こ

ろ

で
あ

る
。

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

で

は
後

に
プ

ラ

シ

ャ
ス

タ

パ

ー
ダ

が
推

理

の
種

別

を

示
す

の
に

用

い

る
可

見

(
d
r
s
t
a
)
と共

見

(
s
a
m
a
n
y
a
t
o
 
d
r
s
t
a
)
の

二
語

が

見

出

さ

れ

、

と

く

に
共

見

に

ょ

つ
て

二
物

間

の
証

相

の
共

通
性

が
自

覚

さ
れ

て

い

た

に
も

か

か

わ

ら

ず

、

五
支

の
論

証
式

は
ま

だ

『
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ

・
ス

ー

ト

ラ
』

に
は

な

い
。

こ

の
よ

う

に
論

理
説

の
面

か

ら

み

て
、
『
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ

・
ス

ー

ト

ラ
』

と

『
チ

ャ

ラ
カ

本

集
』

所

伝

の
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
哲

学

説

と

の
間

に
は

運

庭

が

認

め

ら

れ

、

む

し

ろ

『
ニ
ヤ

ー

ヤ

・
ス
ー

ト

ラ
』

と

チ

ャ
ラ

カ
と

に
き

わ

め

て
緊

密

な
共

通

点

を

見

出

す

こ
と

が

で
き

る

。

こ

の
点

は

チ

ャ

ラ
カ

の
生
存

年
代

と

ニ
ヤ

ー

ヤ
学

派

成

立

の

年

代

が

ほ

ぼ

一
致

す

る

と
す

る
学

界

の
見

解

を

さ

ら

に
支

持

す

る

に

足

る
も

の

と

い
え

よ

う

。

し

か

し
、

チ

ャ
ラ

カ

に
伝

え

る
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
学

説

は

現
存

の

ス
ー

ト

ラ
よ
り

発

達

し

た

点

が

見

受

け

ら

れ

る

の
で

あ

つ

て
、

こ
れ

に
よ

り

、

ス
ー

ト

ラ

の
成

立

編

纂

の
年

代

と

チ

ャ

ラ
カ

の
時

代

と

の
問

に
か

な
り

の
歴

史

的

な

距

離

を

想

定

す

る
外

な

い
と

思

う

。

た

だ

右

の
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
学

説

が
果

し

て
す

べ
て

チ

ャ
ラ
カ

の
伝

え

る
も

の
か

否

か

と

い
う
問

題

が
残

る
。

こ
れ

に
関

し

て
簡

単

に
私

見

を

述

べ
る
と

、

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

学

説

に
言

及

し

て

い

る
箇

所

は
、

第

一
、
第

二
、
第

四

篇

で
あ

る

か

ら

、

こ
れ

は

ド

ゥ
リ
ダ

バ
ラ

の
増

補

し

た
部

分

で
な

い

こ
と

だ

け

は

確

か

で
あ

る
。

し

か

し

、
"そ

の
部

分

を

ド

ゥ
リ
ダ

バ

ラ

が
修

正

し

た
か

も

知

れ

な

い
と

い
う
懸

念

が

あ

る
。

と

こ

ろ

で
、

右

の

引
用

文

の

ほ
と

ん

ど

は

古

層

に
属

す

る

と

せ

ら

れ

る
韻

文

よ
り

成

る
。

と

く

に

ス

ー

ト

ラ
を

引

用

し

た

部

分

の
第

一
篇

は

『
方

便

心
論

』

の
所

説

と

合

致

し

、

か

つ
そ
れ

よ

り

や

や

古

く

成
立

し

た

と

せ

(
2
5
)

ら
れ
る
本
書
第
三
篇
の
冒
頭
に
お
い
て
、
さ
き
に
六
句
義
は
定
義
を
も

つ
て
説
か
れ
た
と
断
わ
り
、
こ
と
に
篇
名
ま

で
指
摘
し
て
い
る
程
で
あ

る
か
ら
、
ま
ず
ド
ゥ
リ
ダ
バ
ラ
の
補
筆
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
ス
ー
ト
ラ
の
成
立
年
代
推
定
に
当

つ
て

『
チ
ャ
ラ
カ

(
2
6
)

本
集
』
も
ま
た

顧
を
要
す
る
重
要
な
資
料
だ
と
い
え
る
。『
チ
ャ
ラ
カ

医

書

『
チ

ャ

ラ

カ
本

集

』

に
伝

え

る
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ
哲

学

説
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本

集
』

に

引

用
ま

た

は
関

説

せ
ら

れ

る

『
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ

・
ス

ー

ト

ラ

』

を

整

理

し

て

み

る
と

、

次

の
ご

と

く

で
あ

る
。

今

は

一
応

こ

の

事
実

を
指

摘

す

る

に
留

め

て
、

識

者

の
是

正

を

仰

ぎ

た

い
。

I-1-5

I-1-6

I-1-7

I-1-11

I-1-15

I-1-16

I-1-17

I-2-3

I-2-4-17

III-2-4

V-1-1

VII-1-3-4,

VII-1-22

(
ア

ン
ダ

ー

ラ

イ
ソ

を

し

た

偶

頒

は
、

現
存

の

ス
ー

ト

ラ

と

ほ

ぼ

一
致

す

る

か
、

同

一
の
も

の
。
)

〔
付
記
〕
筆
者
は
最
初
、
金
倉
先
生
よ
り
貸
与
さ
れ
た
C
a
r
a
k
a
-
s
a
m
h
i
t
a

E
d
.
 
Y
a
s
a
v
a
s
a
r
m
a
n
 
T
r
i
v
i
k
r
a
m
a
c
a
r
y
a
.
 
B
o
m
b
a
y
.
 
1
9
2
2

を
依
用
し
、

必
要
に
応
じ

て
第

三
篇

は
宇
井
博
士

『
印
哲
研
究
』
第

二
巻
の
附
録
校
訂
文
を

参
照
し
た
。
成
稿
は
、
昭
和
廿
七
年
十

一
月

で
、
そ

の
後
十
年
間
筐
底
に
秘
し

た
ま
ま

で
あ

つ
た
。
最
近
本
学
高
木
諦

元
講
師
よ
り
V
a
i
d
y
a
 
T
a
d
a
v
a
j
i
 
T
r
i
-

k
a
m
j
i
 
A
c
a
r
y
a
:
 
T
h
e
 
C
h
a
r
a
k
a
s
a
m
h
i
t
a
 
b
y
 
A
g
n
i
v
e
s
a
,
 
r
e
v
i
s
e
d
 
b
y

C
h
a
r
a
k
a
 
a
n
d
 
D
r
i
d
h
a
b
a
l
a
,
 
w
i
t
h
 
t
h
e
 
A
y
u
r
v
e
d
a
-
D
i
p
i
k
a
 
C
o
m
m
e
n
t
a
r
y

o
f
 
C
h
a
k
r
a
p
a
n
i
d
a
t
t
a
.
 
B
o
m
b
a
y
.
 
1
9
4
1

を
拝
借
す

る
機
会

に
恵
ま
れ
た
の

で
、
諸
版

の
対
照
、
偶
頒

の
読

み
方

の
訂
正
な
ど
に
よ

つ
て
、
旧
稿
を
再
治
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら

の
方
が

た
に
心
か
ら

の
感
謝
を
献
げ
る
。
な
お
チ

ャ
ク
ラ

パ
ー

ニ
ダ

ッ
タ

の
注
解

に
は
プ

ラ
シ
ャ
ス
タ
パ
ー
ダ

そ
の
他
よ
り
ヴ

ァ

イ
シ

エ
ー

シ
カ
説
を
引
用
し

て
い
る

の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
ま
と
め

て
後

日
発
表
し
た

い
と
思
う
。
な
お
、

初
稿
当
時
、
筆
者

は
故
熊
谷
岱
蔵
博
士
よ
り

E
n
g
l
i
s
h
 
t
r
a
n
s
i
a
t
i
o
n
 
o
f
 
C
h
a
r
a
k
a
-
s
a
m
h
i
t
a
.
 
b
y
 
K
a
v
i
r
a
j
 
A
v
i
n
a
s
h

C
h
a
n
d
r
a
 
K
a
v
i
r
a
t
n
a
.
 
C
a
l
c
u
t
t
a
 

披
見
の
便
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
付
記
す

る
。

(
昭
和
廿
七
年
十

一
月
稿
、
避
八
年
七
月
再
治
)

〔
註
〕
(
1
)

(
2
)

(
3
)
『

大

毘
婆

娑

論

』

大

正
、

二
七

巻

五
八

七

頁

上
、

七

二
九

頁

下
-
七

三
〇

頁

上

(
=
『

鞍

婆

沙

論
』

大

正
、

二
八

巻

四

四

〇

頁
中

)
。

(
4
)
『

大
荘

厳

論

経

』

大

正
、

四
巻

二
五

八

頁

下

お

よ
び

二

五
九

頁

中
。

(
5
)
『

仏

所
行

讃

』

大

正

、

四

巻

三

五
頁

中

。

(
6
)
C
a
r
a
k
a
-
s
a
m
h
i
t
a
 
p
.
 
3
0
4
.
 
(
1
9
4
1
.
 
p
.
 
2
6
7
)

(
7
)
i
b
i
d
,
 
p
.
 
4
f
f
.
(
"
,
 
p
.
 
9
)

(
8
)
チ

ャ
ク

ラ

パ

ー

ニ
ダ

ッ
タ

に

よ

る
と

、

相

互

に

結
合

の
保

た

れ

た

三

つ

の
杖

が

水

瓶
を

支

え
る

の
と

同

じ
く

、

有

性

・
ア
ー

ト

マ
ン

・
身

体

は
世

間
を

存

立

せ

し

め

る
と

の
意

。

(
9
)
同

じ

く

チ

ャ

ク

ラ

パ
ー

ニ
ダ

ッ
タ

に
よ

る
と

、「
タ

ン
ト

ラ
」
(
t
a
n
t
r
a
)

を

指

す

。

(
10
)
i
b
i
d
,
 
p
.
 
1
3
(
"
p
.
 
1
0
)

(
1
1
)
『
大

毘
婆

沙

論

』

第

一

一
三

(
大

正

、

二

七

巻

五

八
七

頁

上
)

に
、

業

に
関

し

て
、

勝
論

・
数

論

・
讐
喩

者

・
分

別

説

部

・
法

救

の
異

説

を

あ

げ

る

が
、

就

中
、

ヴ

ァ

イ

シ

ェ
ー

シ

カ
説

と

し

て
、
「
如

三
勝

論

外

道

説

二
五

種

業

一。

謂

取

・
捨

・
屈

・
申

・
行

為

ご
第

五
業

ご

と

あ

る
。

当

時

ご

く

一
般

に
V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
7

が
認

め

ら

れ

て

い

た

こ
と

が

知

ら
れ

る
。
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(
12
)
1
9
4
1
,
 
B
o
m
b
a
y
 

出

版
本

は
、

こ

の
間

に

け
 
t
a
c
c
a
 
n
i
t
y
a
m
 

が
あ

る

が

、

意
味

を

と

る

上

で

は
不

必
要

な

の

で
、

今

は
削

除

し

て
読

む
。

(
13
)
『

大

毘
婆

沙

論
』
(
大

正
、

二
七

巻

七

二

九
頁

下

)

に

「
又

勝
論

者

説

有

二
五
根

一。

鼻

・
舌

・
眼

・
身

・
耳

根

、

為

レ
五
」

と

あ

る
。

(
14
)
同

一
形

態

の
も

の
は

徳

恵

の

『
随

相

論
』
、
『
十

八
空

論
』
、

『
論

理

の

炎
』

第

七

章

、
『
般

若

灯

論
』
、
『
大

乗

広

百

論

釈

論
』
、

『
勝

宗

十

句

義

論
』

お

よ

び
 
T
a
t
t
v
a
s
a
m
g
r
a
h
a
p
a
n
j
i
k
a
 

な

ど

の

論
作

に

引

用

さ
れ

て

い
る

。

(
15
)
『

大

乗
掌

珍

論
』
(
大

正
、

三
〇

巻

二
七

五

頁

下
)

に
は

「
諸

勝

論

師

復

作

二
如
レ
是

説

一。

諸

入

出

息

閉

目
開

目
命

意

行

動

根

変
等

相

定

有

一一所

相

一
。

是

能

相

故
、

如

レ
見

二
煙

等

こ

と

あ
り

、

こ
れ

は

p
r
a
n
a
p
a
n
a
n
i
m
e
s
o
m
-

m
e
s
a
j
i
v
n
a
m
a
n
o
g
a
t
i
n
d
r
i
y
a
n
t
a
r
a
v
i
k
a
r
a
h
 
a
t
m
a
n
o
 
l
i
n
g
a
n
i
.
 
V
S
.

II
I
,
 
2
,
 
4

の
前

半

の
引

用

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

こ

の

ス
-
ト

ラ

は

仏
教

諸

論

書

に
も

し

ば

し

ば

引

用

さ

れ

る

が
、

そ

れ

ら

は

い
ず

れ

も

目
m
a
n
o
g
a
t
i

と

in
d
r
i
y
a
n
t
a
r
v
i
k
a
t
a
 
と

を

欠

く

。

し

た

が

つ
て

『
大

乗

掌

珍

論
』

所
引

の

も

の

の
み

が

現
存

ス
ー

ト

ラ

の

そ
れ

と

符

合

す

る
。

(
16
)
「

出

・
入
気

・
視

・
胸

・
寿

命

・
心

。
苦

・
楽

・
憎

・
精

勲
」
(
『
大

智

度
論
』
)
「

出

入

息

・
視

・
胸

・
寿

命
・
・
欲

・
悉

・
苦

・
楽

・
智

恵
」

(
『
百

論

釈

』
)
、
「
出
入

息

・
視

・
胸

・
寿

命

・
思
惟

・
苦

・
楽

・

憎

・

愛

・

動

発
(
『
中

論

釈
』
)
。

(
17
)
こ

の
う

ち

の

証
相

は

『
ヤ

ー

ジ

ニ
ヤ

ヴ

ァ

ル
キ

ヤ
法

典

』

三

・

一
七

四
-
六
(
中
野

義

照
先

生

訳

本

、

一

一
七

頁
参

照
)
に

認

め

ら

れ

る
。

こ

こ

に

挙

げ

ら

れ

た

も

の

は

ス

ー

ト

ラ

の
そ

れ

に

比

し

て
非

常

に

混

乱

し

て

い

る

が

、
『
大

乗

掌

珍

論
』

以

外

の
諸

文

献

に

は
存

し
な

い

「
一
つ

の
感
官

よ
り

他

の
感

官

へ
の
移

動

」

と

「
意

の
活

動

」
と

を

示

し

て
い

る

の

は
、

甚

だ

注

意

す

べ
き

で
あ

る
。

(
18
)
拙

稿
『
論

理

の
炎

に
お

け

る

ヴ

ァ

イ

シ

ェ
ー

シ
カ
哲

学

』
(
高

野

山

大

学

論

叢

I
、

五

一
頁

以

下
)
。

(
19
)
B
o
m
b
a
y
一
九

四

一
年
版

の
 
s
a
s
a
m
j
n
a
-
を

改

め

る
。

(
20
)
L
a
n
k
a
v
a
t
a
r
a
-
s
u
t
r
a
 
の

魏

訳
浬

梨

品

第

六

に

、
「
仏
告

二
大

慧

一。
-

中

略

-
復

次

大

慧
。

復

有

二
外

道

一。

見

一
切
法

自

相

同

相

不

生
滅

想

、

分

別

過
去

未

来

現

在

諸
法

是
有

名

為

浬

梨
」
(
菩

提

留

支

訳

『
入
樗

伽
経

』

大

正

、

一
六

巻

五

四

九

頁
中
)
と

あ

り

、
こ
れ

は
『
提

婆

菩

薩

釈
樗

伽

経
中

外

道

小

乗

浬

梨
論

』

に
も

引

用

さ

れ

る
。

と

こ
ろ

で
、

こ
れ

に
相

当

す

る
梵

本

の
部

分

を

み

る
と

、

非

常

に

異

な

つ
て
お

り

、

そ

こ

に

は
同

じ

く
、

次

の

よ
う

に
ヴ

ァ
そ

シ

ェ
ー

シ
カ

解

脱

論

が

明
示

さ

れ

て
い

る
。
「
大

慧

よ

。

そ

の

う

ち

で
、

ま

ず

或

る
外

道

た

ち

は

、
蕩

・
処

。
界

を

滅

し

、境

界

に
着

す

る

こ

と

な
く

、

常

に
不

共

法

を

み

る

が

ゆ

え
に

、
心

・
心

所

の
聚

束

は

転

現

し

な

い
。

過

去

・

未

来

・
現

在

の
境

界

を

追

想

せ
ず

、

あ

た

か

も

灯

火

・
種

子

・
火
焔

の

よ
う

に
、

も

ろ

も

ろ

の

取
着

は

滅

す

る
か

ら

、

分

別

は

生
じ

な

い
と

い

う
。

ゆ

え

に
、

か

れ

ら

に

は

そ

の
場

合

に
、

浬

梨

の
覚

が

あ

る
。

だ

が
、

大
慧

よ
。

断

見

に
よ

つ
て

は

(
取

着

は
)
滅

ぼ
さ

れ

な

い

。」
T
a
t
r
a
 
k
e
c
i
t
 
t
a
n

医

書

『
チ

ャ

ラ

カ
本

集
』

に
伝

え

る
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

哲

学

説
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密

教

文

化

(
21
)
有

前

(
p
u
r
v
a
v
a
t
)
有

余

(
s
e
s
a
v
a
t
)
共

見

(
s
a
m
a
n
y
a
t
y
o
 
d
r
s
t
a
)

を

指

す

。

ヴ

ァ
ー

ツ

ヤ

ー

ヤ
ナ

は

二

種
、

ウ

ッ
デ

ィ

ヨ
ー

タ

カ

ラ
は

六

種

の

解

釈

を

与

え

る

。

他
学

派

、

仏

教

に

も
伝

え
ら

れ

、

イ

ン
ド
論

理

学

史

上
、

重
要

な
課

題

を

提

供

し

て

い
る

。

(
22
)(I)

定 肯
(II)
定 否

(1
)
(
因

よ
り
果
〉

(
2
)
(果
よ
り
因
)

(
3
)
(果
よ
り
果
)

(
4
)
(果

よ
り
因
)

(
5
)
(果
よ
り
果
)
.

(
無
よ
り

有
)

(
6
)
(
有
よ
り
無
)

(
有
よ
り

有
)

有
前

有
余
-
残

余
法

共
見

を

推
理
す
る
。

(
23
)
宇

井
博

士

『
印

哲

研

究
』

第

二
巻

、

四

三

〇

頁
。

(
24
)
B
o
m
b
a
y
一
九

四

一
年

版

は
c
e
n
d
r
i
y
a
i
s
 
c
a
.
 

チ

ャ
ク

ラ
パ

ー

ニ
ダ

ッ
タ

に

よ

る
と

、

こ
れ

に

よ

つ
て

外

部

の
も

の
の

直

接

知

覚

が

認

め

ら

れ

る
、

と

す

る
。

(
25
)
宇

井
、

第

一
巻

三
二

〇

頁
。

(
26
)
こ

れ

に

つ
い

て

は
、

な

お

チ

ャ
ラ

カ
と

同

時

代

の

仏
教

詩

人

ア

シ
ヴ

ァ
ゴ
-
シ

ャ

(
馬
鳴
A
s
v
a
g
h
o
s
a
)
の著

作

に
注

意

し

た

い
。

か

れ

の

『
仏

所

行

讃
』
、『
大

荘
厳

論

経

』

に

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
-
シ

カ

学

説
を

伝

え
、
『
ヴ

ァ
ジ

ラ

ス

ー

チ
ー
』
(
金

剛
針

論

(
V
a
j
r
a
s
u
c
i
)
に

も

当
時

の
学

問

を

挙

げ

る

う
ち

に
ヴ
ァ
イ
シ

エ
ー
シ
カ
哲
学

を
数

え
る
。
『
、婆
藪
梨
豆
法
師
伝
』

に
よ
る
と
、

か
れ
は
「
八
分
毘
枷

羅
論

。
四
皮
陀

・
六
論
」
に
通
じ

て
い
た
と
い
う
か
ら
、

バ
ラ
モ
ン
的
教
養
を
身

に
つ
け
て
い
た
人
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
と

に

『
大
荘
厳
論
経
』

に
お

い
て
次
の
こ
乏
き
伝
説
を
述

べ
て
い
る
。
仏
陀
の

出
世
以
前
は
皆
ヴ

ァ
イ
シ

ェ
ー

シ
カ
学

説
を
す
ぐ
れ
た
も
の
と
仰
い
で
い
た

が
、
仏
陀
と
い
う
太
陽

が
現
わ
れ
て
か
ら
は
ヴ

ァ
イ

シ
ェ
!
シ
カ
は
啓
蒙
す

る
と

こ
ろ
が
な
い
か
ら
捨

つ
べ
き

で
あ
る
。
あ
た
か
も

フ
ク

ロ
ウ

(
u
l
u
k
a

=
ヴ

ァ
イ

シ
ェ
ー
シ
カ
学
派

の
開
祖
名
)

は
夜

飛
び
歩
く
が
、

昼
間
は
勢
を

失

な
う
が
ご
と
く
で
あ

る
。
ゴま
た
同
書

に

「
説
=
破
瓦

一以
為
二
瓶
因
こ

と
あ

る
の
は
、
現
存

の
ス
-
ト

ラ
に
な
く
、
後
の
通
説
と

一
致
す
る
。

こ
れ
ら
は

ヴ

ァ
イ
シ

ェ
ー

シ
カ
学
派

の
起
源
、

ス
ー
ト
ラ
の
成
立
が

ア
シ
ヴ

ァ
ゴ

ー
シ

ャ
の
時
代
を
遡
り
う
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

〔付

論

〕

『
チ

ャ
ラ

カ
本

集

』

と

同

時

代

で

は
あ

る
が

、

そ
れ

よ

り
幾

分

早

く

成

立

し

た
文

献

に

『
方

便

心

論

』
(
後

魏

、

吉

迦

夜

訳
)
が

あ

る
。

こ

の

な

か

に
論

証

の
説

示

の

た
め

に
若

干

の
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

哲

学

説

が

引

用

さ

れ

て

い
る

。

「
今

諸

外

道

有

二
論

法

一不

耶

。
答

日

有

。
如

二
衛

世

師

一有

二
六

諦

一
。

所

謂

陀

羅

腰

・
求

那

・
総

諦

・
別

諦

・

作
諦

・
不

障

諦

如

レ
斯

等

(1)

此

皆

名

二
論

法

一
。
」

こ
れ

は

順

序

に
不

同

あ

る

も

原

始

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

の
六

句

義

で

(2)

あ

る

。
ま

た

「
如

二
六

諦

等

衛

世

師

こ

と

も

い

う

。

当
時

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
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ー
シ
カ
の
全
体
系
が
六
句
義
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
で
は
具
体
的
に
い
つ
て
、
そ
れ
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
又
云
、

声
是
空
之
求
那
。

空
非
対
擬
、

声
是
色
法
。

云
何
相

(
3
)

依
、
是
名
因
増
。」

原
始
ヴ

リ・
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
で
は
十
七
属
性
の
う
ち
に
声
を
数
え
な
い

が
、
属
性
と
し
て
取
扱

つ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
V
S
.
 
I
I
,
 
1
,
 
2
5

に

ょ
つ
て
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
も
虚
空
に
内
属
し
、
虚
空
の
存
在
の
証
相

た
り
う
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
V
S
.
 
I
I
,
 
1
,
 
2
4
-
2
7

に
証
明

す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
虚
空
が
非
対
擬

(=
無

質
碍
a
p
r
a
t
i
g
h
a
)
た

る
こ
と

は
ヴ

ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派

・
有
部
の
共
許
で
あ
る
が
、
声
を
色
法
と

す
る
の
は
仏
教
特
有
の
説
で
あ
る
。

「
如
云
微
塵
細
小
、
虚
空
偏
大
。
如
此
二
法
則
名
為
常
。
声
不
如

(
4
)

是
故
、
日
無
常
。
是
名
喩
増
。」

微
塵
は
細
小

(
不
可
分
の
意
味
で
は
な
い
)
で
あ
り
、
「虚
空
は
遍
在

の
ゆ
え

に
、
大
で
あ
る
」
(
V
S
.
 
V
I
I
,
 
1
,
 
2
2
)
。

か
つ
、
と
も
に
常
住
の

実
体
で
あ
る
。
し
か
る
に
声
は
実
体
に
あ
ら
ず
し
て
属
性
で
あ
り

(V

s
.
 
I
I
.
 
2
,
 
2
3
-
2
4
)
、

運
動
と
同
じ
く
刹
那
滅
で
あ
る

(
V
S
,
 
I
I
,
 
2
,
 
2
5
)
。

「我
与
身
異
故
、
我
是
常
(
y
a
t
h
a
n
y
a
h
 
s
a
r
i
r
a
d
 
a
t
m
a
 
n
i
t
y
a

(
5
)

it
i
)
如
瓶

異

虚

空

故

瓶

無

常

。

是

名
類

向

。
」

身

体

と
別

箇

に

ア

ー

ト

マ

ン
の
存

在

を

容

認

し

、

ア

ー
ト

マ
ン
お

よ

び
虚
空
を
常
住
な
も
の
と
す
る
の
は
、
V
S
.
 
2
,
 
6
.
 
I
I
,
 
1
,
 
I
I
I
,

に
も

と

づ

き

明

ら

か

に
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
的

思
想

で
あ

る

こ
と

が
知

ら

れ

る
。

(
6
)

「妬
云
虚
空
是
常
、
無
有
触
故
意
識
亦
爾
。」

意
識
は
お
そ
ら
く
意
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
然
れ
ば
虚
空
と
意
と
が

と
も
に
常
住
に
し
て
無
触
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
ヴ

ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ

学
説
で
あ
ろ
う
。

「復
有
人
云
。
四
大
実
有
、
何
以
知
之
。
堅
是
地
性
乃
至
動
是
風

(
7
)

性
故
知
為
実
。」

四
大
の
実
在
説
は
有
部
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ヴ

ァ
イ
シ

ェ
ー
シ
カ
思
想
に
も
通
じ
る
。

す
な
わ
ち

四
大
は
実
在

(
s
a
t
)
で
あ

り
(
V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
8
)
、

実
体
中
に
数
え
ら
れ
る

(
V
S
.
 
I
,
 
1
,
 
5
)
。

「復
次
、
有
説
神
常
、
何
以
知
之
。
非
根
覚
故
。
如
虚
空
不
為
根

(
8
)

覚
故
常
。」

神
は
ア
ー
ト
マ
ン
の
訳
語
で
、

そ
れ
は
常
住
な
も
の
で
あ
る
(
V
S
.

I
I
I
,
 
2
,
 
5
)
。

こ
こ
で
は
常
住
の
理
由
と
し
て
、
感
覚
知
覚
の
対
象
た
り

え
ぬ
か
ら
と
す
る
。
感
官
は
認
識
主
体
た
る

ア
ー
ト

マ
ン
の
作
具
で
、

ヴ

ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
で
は
四
大
所
成
と
す
る
。
ス
ー
ト
ラ
説
で
は

一
般

医
書

『
チ

ャ

ラ
カ

本
集

』

に
伝

え

る

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
哲

学

説
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密

教

文

化

世
間

の
人
び
と
の
場
合
に
は
ア
ー
ト
マ
ン
は
感
官
に
ょ

つ
て
知
覚
さ
れ

な
い
、
す
な
わ
ち
非
直
接
知
覚
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
も
そ

れ
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同

一
の
理
由
を
も

つ
て
虚
空
も
常
住
な

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
ス
ー
ト
ラ
で
は
そ
の
常
住
性
は
風
の
場
合
に

準
じ

て
知
ら
れ
る

(
V
S
.
 
I
I
.
 
1
,
 
1
3
)
か

ら
、
他
の
実
体
を
有
し
な
い
こ

と
が
理
由
と
な
る
。

「問
日
、
神
為
是
常
為
無
常
乎
。
立
日
、
神
非
造
作
故
常
。
瓶
等

(
9
)

作
法
故
是
無
常
。」

こ
れ
は
玄
奨
訳

『
勝
宗
十
句
義
論
』
に

「謂
此
四
中
非
所
造
者
常
、

(
1
0
)

所
造
者
無
常
」
と
あ
る
を
参
照
す
べ
く
、
所
造

の
実
体
と
は
結
果
と
し

て
の
地
な
ど
の
四
大
を
指
す
。

「問
日
、
此
二
十
法
応
分
別
説
。
答
日
、
増
多
者
如
云
我
常
非
根

覚
故
、
虚
空
非
覚
是
為
常
。

一
切
不
為
根
所
覚
者
尽
皆
是
常
、
而

(
1
1
)

我
非
覚
、
得
非
常
也
。」

風

の
み
は
因
に
お
い
て
も
果
に
お
い
て
も
不
可
見
で
あ
る
が
、
通
常

の
実
体

は
感
官
に
よ

つ
て
把
捉
さ
れ
る
か
否
か
は
そ
の
も
の
が
無
常
か

(
1
2
)

常
住
か
を
決
定
す
る
基
準
と
な
る
。『
勝
宗
十
句
義
論
』
で
は
、
そ
れ
を

色

・
可
見

・
対
眼
の
有
無
に
限
定
す
る
が
、
感
官

一
般
お
よ
び
そ
の
対

象
に

つ
い
て
も
拡
大
解
釈
が
可
能
と
せ
ら
れ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
こ

で
は
そ
れ
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「復
次
、
汝
以
虚
空
非
覚
故
常
、
然
虚
空
者
偏

一
切
処
、

一
切
処

(
1
3
)

物
量
非
覚
也
、
是
名
偏
同
。」

虚
空
が
非
知
覚
の
ゆ
え
に
常
住
な
る
こ
と
は

前
述
の
ご
と
く
で
あ

る
。
「偏

一
切
処
」
は
V
S
.
 
V
I
I
,
 
1
.
 
2
2

に
説
か
れ
る
。

「復
次
、
微
塵
非
偏
。
而
非
根
覚
是
無
常
法
。
我
非
根
覚
云
何
為

(
1
4
)

常

、

是

不

偏

同

。」

こ
れ

に

よ

る

と

、
「
そ

れ

(
目

遍
在

)

な
ら

ざ

る
ゆ

え

に
、

意

は

微

塵

(
の
分
量
)
 
で
あ
る
」
a
b
h
a
v
a
d
 
a
n
u
 
m
a
n
a
h
 
V
S
.
 
2
3

と

あ

る

ス
ー

ト

ラ

は
、

微

塵

の
不

遍

在

を

前

提

と

し

た

も

の
と

み

ら

れ

る
。

「
復

次

、

汝

以

我

非

根

覚

同

於

虚

空

、

虚

空

不

覚

我

亦

爾

。

若
我

(
1
5
)

覚

者

虚

空

亦

応

覚

於

苦

楽

虚

空

与

我

無
有

異
故

、

是

不
相

違

。
」

こ

の
所

論

も

ア
ー

ト

マ
ン
が
苦

楽

を

知

覚

す

べ
き

こ
と

を

前

提

と

す

る

が

、

ス
ー

ト

ラ

に

な

く

『
チ

ャ
ラ

カ
本

集

』

に
認

め

ら

れ

る
。

『
方
便

心
論

』

は

、
事

火
外

道

・
音

声

外

道

・
医

法

・
僧

怯

・
喩

伽

外

道

・
尼

乾

陀
法

の
若

干

の
所

説

に
も

触

れ

る

が

、

も

つ
と

も

多

く

引

用

す

る

の

は
、

右

の
ご

と

く

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

学

説

で

あ

る

。
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現
存

の

『
ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ

・
ス
ー

ト

ラ
』

で
関

連

の
あ

る

偶

頒

I-1-5

Ｉ-1-8

II-1-13

(II-1-28)

II-1-24.25-21

II-2-23-25

III-2-5-6

VII-1-22

(VII-1-23)

を

纒

め

て
示

す

と

、

上

の
ご

と

く

に
な

る
。

そ

の
内

容

上

、

ス

ー

ト

ラ

の
第

三

篇

ま

で

は

こ
の
時

代

に
成

立

編

纂

さ

れ

て
い

た

こ
と

を

推

測

せ
し

め

る

。

な

お

、

現

存

の

ス
ー

ト

ラ
第

七
篇

中

の

二

経
を
予
想
す
る
こ
と
も
重
視
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〔
註

〕

(
1
)
『
方

便

心
論

』

大

正

、

三

二

巻

二

三
頁

下

。

(
2
)
同

二

四
頁

上

。

(
3
)

同

二

四
頁

下
(
4
)
同

二

四
頁

下
、

二

五
頁

上

。

(
5
)
同

二
六

頁

上

。

(
6
)
同

二
六

頁

上

。「
如
レ
是
九

実

幾

有

触

幾

無
触

。

四
有

触

謂

地
水

火

風
、

五

無

触

謂

余

実
」
、「
如
レ
是
九

実

五

常

四

分

別
」
(
『
勝

宗

十

句

義

論
』

大

正

、

五

四

巻

一
二
六

四

頁

上
)
。
(
1
)
『
方

便

心

論
』

大

正
、

三

二
巻

二

六
頁

中

。

(
8
)
前

掲

書

二
六

頁

下
。

(
9
)
同

二
七

頁

41
。

(
10
)
「
勝

宗

十

旬
義

論

』

大

正
、

五

四
巻

一
二
六

四

頁

上
。

(
1
1
)
『方

便

心
論

』

大

正

、

三

二

巻

二
八

頁

上

。

(
12
)
『
勝

宗

十

句

義
論

』

大

正

、

五

四
巻

一
二
六

四

頁
し上
。

(
31
)
『
方

便

心

論

』

大

正

、

三

二

巻

二
八

頁

上
。

(
14
)
同

二
八

頁

上

。
(
15
)
同

二
八

頁

中

。

医
書

『
チ

ャ

ラ
カ
本

集

』

に
伝

え

る

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ

カ
哲

学

説
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